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C O N T E N T S



　

平
成
31
年
度 

春
季
地
区
懇
談

会
が
、
４
月
23
～
24
日
の
２
日
間
、

２
会
場
（
白
糠
・
鶴
居
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
時
節

柄
何
か
と
大
変
お
忙
し
い
中
ご
出

席
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

懇
談
事
項
と
し
て
、
最
近
の
酪

農
・
畜
産
情
勢
等
、
平
成
30
年
度

事
業
報
告
及
び
決
算
承
認
、
平
成

31
年
度
事
業
計
画
の
設
定
、
第
３

次
地
域
農
業
振
興
計
画
及
び
Ｊ
Ａ

中
期
経
営
計
画
の
設
定
、
第
13
回

通
常
総
会
の
招
集
及
び
提
出
議
案

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

平成31年度 春季地区懇談会
～農業経営の維持・発展、ＪＡ事業運営方針等について協議～

　

出
席
し
た
組
合
員
の
皆
様
方
か

ら
は
、
農
業
経
営
の
維
持
・
発
展

に
向
け
た
体
制
強
化
、
農
協
各
部

門
の
持
続
可
能
な
事
業
運
営
方
針

及
び
機
構
改
革
等
に
対
す
る
具
体

的
な
質
問
・
意
見
・
要
望
等
が
数

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
組
合
員
の
皆
様
方
か
ら

出
さ
れ
た
質
問
・
意
見
・
要
望
等

は
今
後
の
事
業
運
営
に
活
か
し
て

参
り
ま
す
。

鶴　居　会　場

挨拶する武藤組合長

白　糠　会　場
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３
月
22
日
、
本
所
で
第
13
回
釧

路
丹
頂
農
協
青
年
部
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
出
席
者
全
員

で
Ｊ
Ａ
青
年
組
織
綱
領
を
朗
唱
し

ま
し
た
。

　

對
木
賢
雅
部
長
は
、「
昨
年
は
、

春
先
の
牧
草
の
生
育
に
期
待
は
し

た
も
の
の
収
穫
期
の
長
雨
に
よ
り

良
質
な
粗
飼
料
の
収
穫
が
非
常
に

難
し
か
っ
た
１
年
で
し
た
。ま
た
、

夏
以
降
の
台
風
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
に
よ
る
被
害
が
思
い
返
さ
れ
ま

す
が
あ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
皆

さ
ん
の
協
力
、助
け
合
い
に
よ
り
、

被
害
も
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

青
年
部
活
動
と
し
ま
し
て
も
、

牛
乳
の
無
料
試
飲
な
ど
を
行
な

い
、
各
単
組
で
は
、
異
業
種
と
の

連
携
、
若
手
担
い
手
に
よ
る
横
の

つ
な
が
り
が
活
発
と
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
青
年
部
員
の
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
若

い
力
を
も
っ
て
皆
と
協
力
し
活
発

に
活
動
し
て
参
り
た
い
。」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
鶴
居
支
部
の
北
村
澄

男
さ
ん
が
務
め
、
平
成
30
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
平
成

31
年
度
事
業
計
画
他
、
全
議
案
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
選
任
で
は
、
新
部
長
に
松

下
雅
幸
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
新
体

制
は
上
記
の
と
お
り
決
定
し
、
総

会
は
盛
会
裡
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

後列左から吉田理事、東監事、照井理事、増田監事
前列左から菱沼副部長、松下部長、伊深副部長、對木理事

釧路丹頂農協青年部 通常総会

ＪＡ青年部新役員
部　長 松　下　雅　幸 鶴　居
副部長 菱　沼　恭　平 鶴　居

〃 伊　深　祐　樹 音　白
理　事 吉　田　晃　博 鶴　居

〃 對　木　賢　雅 音　白
〃 照　井　　　優 音　白

監　事 増　田　一　真 鶴　居
〃 東　　　直　紘 音　白

北村議長
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釧路丹頂農協女性部 通常総会

　

３
月
18
日
、
本
所
で
第
13
回
釧

路
丹
頂
農
協
女
性
部
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
出
席
者
全
員

で
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
綱
領
を
朗
唱
し

ま
し
た
。

　

舘
山
順
子
部
長
は
、「
昨
年
度

の
活
動
は
、
皆
様
方
の
ご
指
導
、

ご
協
力
に
よ
り
各
行
事
を
無
事
に

終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
６
月

の
女
性
部
交
流
会
や
８
月
の
管
内

部
員
交
流
会
で
は
ス
ポ
ー
ツ
等
を

通
じ
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
９
月
の
胆
振
東
部
地

震
で
は
、
全
道
で
停
電
と
な
り
、

搾
乳
が
出
来
な
く
な
る
な
ど
大
変

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
察
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
に
お
か
れ
ま
し

て
も
女
性
部
事
業
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
部
員
皆
様
方
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
鶴
居
支
部
の
水
本
梨

佳
さ
ん
が
務
め
、
平
成
30
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
平
成

31
年
度
事
業
計
画
他
、
全
議
案
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
選
任
で
は
、
新
部
長
に
武

藤
和
江
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
新
体

制
は
上
記
の
と
お
り
決
定
し
、
総

会
は
滞
り
な
く
終
了
致
し
ま
し
た
。

後列左から、高原理事、岩田監事、水本監事、塩越理事、吉田理事、佐藤理事
前列左から、よつ葉 広瀬課長、渋谷副部長、武藤部長、長尾副部長、菅原副部長

ＪＡ女性部新役員
部　長 武　藤　和　江 幌　呂
副部長 長　尾　朋　子 鶴　居

〃 渋　谷　幸　子 白　糠
〃 菅　原　晴　美 音　別

理　事 渡　部　しのぶ 鶴　居
〃 塩　越　久　枝 幌　呂
〃 吉　田　由紀子 幌　呂
〃 高　原　ともえ 白　糠
〃 佐　藤　まり子 音　別
〃 山　崎　雅　江 音　別

監　事 水　本　梨　佳 鶴　居
〃 岩　田　登美子 白　糠

水本議長
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計
画
他
、
全
議
案
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

役
員
選
任
で
は
、
新
会
長

に
林
稔
幸
さ
ん
が
選
任
さ

れ
、
新
体
制
は
左
記
の
と
お

り
決
定
し
、
総
会
は
滞
り
な

く
終
了
致
し
ま
し
た
。

に
江
崎
勝
三
さ
ん
が
選
任
さ

れ
、
新
体
制
は
左
記
の
と
お

り
決
定
し
、
総
会
は
盛
会
裡

に
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

３
月
22
日
、
本
所
で
第
13

回
釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良

同
志
会
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
西
部
支
部
の
對

木
賢
雅
さ
ん
が
務
め
、
平
成

30
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
、
平
成
31
年
度
事
業

　

４
月
５
日
、
幌
呂
支
所
で

第
13
回
釧
路
丹
頂
農
協
馬
事

振
興
会
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
、
第
７
回
釧

路
輓
馬
大
会
へ
の
協
賛
、
平

成
31
年
度
事
業
計
画
他
、
全

議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
選
任
で
は
、
新
会
長

釧路丹頂農協乳牛改良同志会 定期総会

釧路丹頂農協馬事振興会 定期総会

 對木議長

乳牛改良同志会新役員
会　長 林　　稔幸 西部
副会長 植田　紘史 鶴居

〃 伊深　洋平 西部
理　事 松田　浩二 西部

〃 菱沼　拓郎 鶴居
〃 清水　武志 鶴居

監　事 松下　雅幸 鶴居
〃 大坂　隼人 西部

馬事振興会新役員
会　長 江崎　勝三 白糠

副会長 佐藤　浩一 音別

理　事 平田　忠幸 鶴居

〃 小野田喜一 音別

監　事 斉藤　実稔 幌呂

〃 永吉　豊志 幌呂

後列左から、松田理事、清水理事、大坂監事、松下監事
前列左から、植田副会長、林会長、伊深副会長

後列左から、平田理事、小野田理事、斉藤監事
前列左から、松井紀行顧問、江崎会長、佐藤副会長
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第12回 鶴居スプリングショウ 開催

第２６回 釧路西部スプリングショウ 開催

　

４
月
26
日
、
鶴
居
村
家
畜

共
進
会
場
で
第
12
回 

鶴
居

ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良

同
志
会
鶴
居
支
部
主
催
で
、

鶴
居
・
幌
呂
か
ら
、
計
21
頭

の
乳
牛
が
出
陳
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
阿
部
克
寿
氏

（
別
海
町
酪
農
家
）が
務
め
、

乳
用
牛
と
し
て
の
体
型
や
資

　

４
月
20
日
、
白
糠
町
家
畜

共
進
会
場
で
、
第
26
回 

釧

路
西
部
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良

同
志
会
西
部
支
部
主
催
で
、

音
別
・
白
糠
か
ら
、
計
40
頭

の
乳
牛
が
出
陳
さ
れ
、
審
査

員
は
渋
谷
健
史
郎
氏
（
標
茶

町
酪
農
家
）
が
審
査
に
あ
た

り
、
デ
ー
リ
ィ
ク
イ
ー
ン
は
、

質
を
競
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
鶴
居
、

（
農
）
清
和
農
場
の
出
品
牛

レ
デ
イ
ホ
ー
プ 

キ
ヤ
ピ
タ

ル 

チ
ツ
プ
（
７
部
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者

並
び
に
受
賞
者
は
表
の
と
お

り
で
す
。

釧
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
中
西
部
支
所
の
喜
多
村
美

花
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
音
別
、
㈱
大

坂
フ
ァ
ー
ム
の
出
品
牛
Ｂ
Ｓ 

ロ
イ
グ
ル 

ダ
イ
チ
ー
ズ 

Ｅ
Ｔ

（
７
部
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者

並
び
に
受
賞
者
は
表
の
と
お

り
で
す
。

審査員：
阿部 克寿 氏

審査員：
渋谷 健史郎 氏

入　　賞　　牛　　一　　覧　　表
グランドチャンピオン

レデイホープ・キヤピタル・チツプ （農）清和農場 鶴居
シニアチャンピオン

レデイホープ・キヤピタル・チツプ （農）清和農場 鶴居
ジュニアチャンピオン

ＴＫＳ・デリア・コウチヤン・ドアー・ＥＴ 清水　武志 鶴居

入　　賞　　牛　　一　　覧　　表
グランドチャンピオン

ＢＳ ロイグル ダイチーズ ＥＴ ㈱大坂ファーム 音別
リザーブグランドチャンピオン

ウツズスター ジユデイー シユリンプ タラ 林　　 稔幸 白糠
ジュニアチャンピオン

ウツズスター ジユデイー スプリーム タラ 林　　 稔幸 白糠
リザーブジュニアチャンピオン

ウツズスター ジユデイー スプラツウーン タラ 林　　 稔幸 白糠

部 結果 名　　　　　　　号 出 品 者 地区
１部 １位 ＴＫＳ デリア コウチヤン ドアー ＥＴ 清　水　武　志 鶴居
２部 １位 ＴＫＳ ドアマン ヤコブス マーイーサ ＥＴ 清　水　武　志 鶴居
３部 １位 Ｓ．Ｐ ルイスデール リリコ サーマ ＥＴ （農）高 橋 農 場 鶴居
５部 １位 ＴＫＳ モントレー フエイス 清　水　武　志 鶴居
６部 １位 ＩＦ エルムランド マツカ メロメロ ＥＴ 増　田　一　真 鶴居
７部 １位 レデイホープ キヤピタル チツプ （農）清 和 農 場 鶴居
８部 １位 ヘンドリカ スパーク ロンギヌス （農）清 和 農 場 鶴居

部 結果 名　　　　　　　号 出 品 者 地区
１部 １位 ウツズスター エンペラー フオーテイーン レオ 林　　　俊　慈 白糠
２部 １位 ウツズスター ジユデイー スプラツウーン タラ 林　　　稔　幸 白糠
３部 １位 ＨＳＹ レーザ ブルツク スター 細　谷　亮　太 白糠
４部 １位 ウツズスター バレンタイン サーテイーン ローズ ＥＴ 林　　　瑠　輝 白糠
５部 １位 ウツズスター ジユデイー スプリーム タラ 林　　　稔　幸 白糠
６部 １位 ウツズスター ジユデイー シユリンプ タラ 林　　　稔　幸 白糠
７部 １位 ＢＳ ロイグル ダイチーズ ＥＴ ㈱大坂ファーム 音別
９部 １位 ヘイチヤン スターブライト ゴールド Ｄ ロジー ＥＴ 合伊深ファーム 白糠
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　  貴重な酪農実習体験を終えて・感想文 No.1
※2月24日～ 3月2日及び3月18 ～ 27日、日本獣医生命科学大学の２年生と３年生９名が
　来所し、各農場へ実習に入りました。実習を終えた感想文を２回に分けて報告します。

受
入
先
・
菊
地
孝
範 

農
場

　

私
は
、
今
回
の
実
習
で
北
海

道
の
酪
農
の
特
徴
を
多
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の

実
習
は
北
海
道
と
い
う
日
本
の

酪
農
の
中
心
で
あ
り
、
な
お
か

つ
本
州
で
は
そ
う
経
験
で
き
る

こ
と
の
無
い
冬
の
寒
さ
の
な
か

で
実
習
を
受
け
る
こ
と
で
昨
年

の
夏
に
行
っ
た
東
京
の
牧
場
と

比
較
し
て
様
々
な
発
見
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、
ま

ず
土
地
の
広
さ
を
生
か
し
た
広

大
な
敷
地
と
巨
大
な
設
備
で
す
。

牛
を
密
飼
い
に
せ
ず
広
い
放
牧

場
を
設
け
る
こ
と
で
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
も
配
慮
し
た

飼
育
を
実
行
し
た
り
、
牧
場
の

隣
り
に
広
い
デ
ン
ト
コ
ー
ン
畑

を
作
っ
て
飼
料
を
自
ら
生
産
す

る
な
ど
、
北
海
道
な
ら
で
は
の

光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ロ
ー
ル
ラ
ッ
プ
を

作
る
た
め
に
使
用
す
る
大
型
機

械
な
ど
の
設
備
も
充
実
し
て
お

り
、
私
の
想
像
も
つ
か
な
い
規

模
で
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

二
つ
目
は
寒
さ
対
策
の
た
め

の
暖
房
器
具
で
す
。
家
の
中
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
搾
乳
室
や

牛
舎
に
も
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
を
置

く
こ
と
で
真
冬
で
も
問
題
な
く

作
業
が
で
き
る
設
備
が
整
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
水
槽
に
ヒ
ー

タ
ー
を
付
け
て
凍
結
防
止
を
し

た
り
、
子
牛
に
断
熱
材
で
作
ら

れ
た
服
を
着
用
さ
せ
る
な
ど
、

動
物
に
対
し
て
の
配
慮
も
さ
れ

て
い
て
驚
き
で
し
た
。

　

三
つ
目
は
牧
場
の
中
で
自
給

自
足
が
で
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

農
場
内
に
は
濃
厚
飼
料
用
の
デ

ン
ト
コ
ー
ン
を
栽
培
し
て
い
る

畑
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
農
場

内
で
生
ま
れ
た
牛
の
半
分
程
は

そ
の
ま
ま
母
牛
と
し
て
育
成
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
他
に

も
大
型
の
機
械
で
大
抵
の
作
業

は
農
場
で
で
き
た
り
、
様
々
な

工
具
で
自
分
た
ち
で
建
て
て
し

ま
う
な
ど
、
農
場
の
中
で
ほ
と

ん
ど
の
こ
と
を
回
せ
る
の
が
北

海
道
の
農
場
な
ら
で
は
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
北
海
道
の
酪
農

の
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を

今
後
の
将
来
を
考
え
る
の
に
役

立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
入
先
・
㈱
夢
牧
場

　

私
は
、
乳
牛
を
扱
う
農
家
さ

ん
に
お
世
話
に
な
り
、
実
習
を

行
う
の
は
今
回
で
２
度
目
だ
っ

た
。
初
め
て
の
牧
場
で
の
実
習

を
終
え
た
一
昨
年
の
夏
か
ら
い

吉田 一摩 さん

慶川 みらの さん

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

学
外
実
習
受
入

　

２
月
24
日
～
３
月
２
日
及
び

３
月
18
～
27
日
、
日
本
獣
医
生

命
科
学
大
学
の
２
年
生
と
３
年

生
の
計
９
名
が
来
所
し
、
各
農

場
へ
実
習
に
入
り
ま
し
た
。

　

受
入
農
場
の
皆
様
方
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

各
農
場
で
の
実
習
を
終
え
た

感
想
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

月
と
次
月
号
の
２
回
に
分
け
て

掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

釧路空港での実習生受入式
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つ
か
必
ず
北
海
道
の
牧
場
へ
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の

理
由
は
２
つ
あ
り
、１
つ
は「
北

海
道
は
酪
農
の
本
場
で
あ
る
」

か
ら
。
も
う
ひ
と
つ
は
一
昨
年

の
夏
に
お
世
話
に
な
っ
た
牧
場

の
方
々
に
「
い
つ
か
北
海
道
に

行
っ
て
み
な
よ
」
と
言
わ
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
に
か
く

牛
が
た
く
さ
ん
い
る
、
た
く
さ

ん
の
家
が
み
ん
な
牧
場
を
経
営

し
て
い
る
、
そ
ん
な
普
段
の
生

活
か
ら
は
想
像
し
づ
ら
い
環
境

に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を
今
回

や
っ
と
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
度
牧
場
で
の
実
習
を
経
験

し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
も
、

搾
乳
の
方
法
や
そ
の
農
家
さ
ん

の
方
針
、
や
り
方
な
ど
の
違
い

に
よ
り
初
め
て
見
る
も
の
、
す

る
作
業
が
多
か
っ
た
。
特
に
印

象
に
残
っ
た
の
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

搾
乳
機
に
対
す
る
人
の
動
き
だ
。

今
回
実
習
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

牧
場
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
稼
働
時

間
は
24
時
間
と
１
日
中
で
あ
り
、

牛
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
搾
り
た
い

と
き
に
入
っ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
が

自
動
で
搾
っ
て
く
れ
る
の
待
つ

と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
る
牛
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
中
に
は

足
に
少
し
痛
み
が
あ
っ
た
り
、

年
齢
的
に
動
く
の
が
あ
ま
り
好

き
で
な
か
っ
た
り
、
乳
頭
の
位

置
が
通
常
と
は
少
し
異
な
り
ロ

ボ
ッ
ト
が
反
応
で
き
な
い
個
体

も
い
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
そ
れ
ら

の
個
体
を
一
覧
と
し
て
デ
ー
タ

化
し
て
く
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

人
間
が
そ
の
個
体
を
ロ
ボ
ッ
ト

ま
で
誘
導
し
搾
乳
を
行
う
。
人

間
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
補
助
と
し
て

搾
乳
の
作
業
に
関
わ
っ
て
い
た
。

い
く
ら
24
時
間
稼
働
の
全
自
動

式
と
い
っ
て
も
無
人
に
す
る
こ

と
は
な
か
な
か
で
き
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
と
気
付
か
さ
れ
た
。

ま
た
、
面
白
さ
や
や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
作
業
も
あ
っ
た
。

牛
の
誘
導
だ
。
体
の
大
き
さ
や

模
様
は
も
ち
ろ
ん
、
各
個
体
の

性
格
の
違
い
も
見
ら
れ
た
。
動

い
て
、
立
っ
て
等
の
合
図
の
後

の
牛
の
反
応
は
様
々
で
驚
い
て

走
る
よ
う
に
行
っ
て
し
ま
う
牛

も
い
れ
ば
、
ぴ
く
り
と
も
動
か

な
い
牛
も
い
た
。
人
と
同
じ
よ

う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
持
っ

て
い
る
た
め
、
そ
の
牛
に
合
っ

た
対
応
を
み
つ
け
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
た
。
わ
か
っ
て
あ
げ

ら
れ
た
ら
、
仲
良
く
な
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
、
日
々
の

作
業
に
楽
し
く
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
た
。

　

近
所
の
牧
場
に
見
学
に
行
く

時
間
を
作
っ
て
も
ら
え
た
。
あ

る
牧
場
で
は
、
今
使
っ
て
い
る

搾
乳
機
が
古
く
な
っ
て
き
た
た

め
新
し
い
も
の
に
し
た
い
が
、

新
し
く
す
る
と
な
る
と
ま
た
別

の
搾
乳
場
所
を
設
け
、
そ
こ
に

新
た
に
組
み
立
て
る
計
画
を
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
お
話

し
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ど
う
し

て
新
し
く
場
所
を
設
け
る
必
要

が
あ
る
の
か
不
思
議
に
思
っ
た

が
、
搾
乳
は
牛
の
こ
と
も
考
え

る
と
毎
日
行
う
べ
き
も
の
で
、

新
し
い
搾
乳
機
の
設
置
を
並
行

し
て
古
い
搾
乳
機
を
使
っ
て

搾
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
と
教
え
て
い
た
だ
け
た
。

広
い
工
場
も
労
働
力
も
時
間
も

た
く
さ
ん
の
も
の
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
の
だ
と
気
付
け
た
。

　

今
回
の
実
習
で
は
毎
日
続
け

る
こ
と
、
日
々
や
り
方
を
考
え

見
つ
け
る
こ
と
、
維
持
す
る
こ

と
の
大
切
さ
と
難
し
さ
を
知
っ

た
。
そ
れ
を
身
を
も
っ
て
体
験

で
き
る
、
気
付
け
る
機
会
は
な

か
な
か
作
れ
な
い
。
北
海
道
に

実
習
に
来
て
良
か
っ
た
。

受
入
先
・
植
田
紘
史 

農
場

　

私
は
、
貴
重
な
10
日
間
を
頂

け
た
こ
と
、
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
植
田
さ
ん
家
族
を
は

じ
め
、
５
人
の
従
業
員
の
方
々

か
ら
、
一
言
で
は
表
せ
な
い
ほ 齊藤 小春 さん
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ど
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

１
日
１
日
が
新
し
い
発
見
の
連

続
で
、
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

　

牧
場
は
、
結
果
だ
け
み
る
と
、

搾
乳
し
て
牛
乳
と
な
り
消
費
者

で
あ
る
私
達
の
元
に
届
く
だ
け

だ
。
何
も
知
ら
な
け
れ
ば
、
単

純
な
仕
事
の
よ
う
に
思
う
か
も

し
れ
な
い
。
今
回
、
私
は
10
日

間
の
実
習
を
通
し
て
身
を
も
っ

て
体
験
し
、
決
し
て
単
純
で
は

な
い
と
感
じ
た
。

　

Ａ
Ｍ
5
時
、
外
は
真
っ
暗
、

吐
く
息
も
白
い
寒
い
中
、
朝
の

仕
事
が
始
ま
り
ま
す
。
普
段
な

ら
夢
の
中
の
時
間
帯
に
、
起
き

ら
れ
る
か
当
初
は
不
安
を
感
じ

て
い
た
が
、
身
体
は
自
然
と
慣

れ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

眠
た
い
眼
を
こ
す
り
な
が
ら
、

搾
乳
に
励
む
従
業
員
さ
ん
を
見

て
い
る
と
、
私
も
頑
張
ろ
う
と

奮
い
立
た
さ
れ
ま
す
。
眠
い
の

は
自
分
だ
け
で
は
な
い
と
⋮
。

搾
乳
が
終
わ
る
と
、
清
掃
を

隅
々
ま
で
丁
寧
に
行
っ
て
い
き

ま
す
。
１
つ
１
つ
の
作
業
に
も
、

意
味
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
欠
か

す
こ
と
な
く
毎
日
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
学
び

ま
し
た
。
従
業
員
さ
ん
か
ら
は
、

「
疲
れ
た
ね
」
と
い
う
言
葉
は

よ
く
耳
に
す
る
が
＂
面
倒
く
さ

い
＂
と
か
マ
イ
ナ
ス
思
考
な
言

葉
は
決
し
て
耳
に
し
な
か
っ
た
。

私
も
そ
う
だ
が
最
近
は
す
ぐ

＂
面
倒
く
さ
い
＂
と
口
癖
の
よ

う
に
若
者
は
言
う
。
こ
の
牧
場

で
働
い
て
い
る
人
は
、
大
変
な

時
も
嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
に
自

分
の
す
べ
き
仕
事
に
取
り
組
ん

で
い
た
。
１
人
の
従
業
員
の
方

は
、
こ
の
仕
事
が
好
き
だ
と
話

し
て
い
た
。
自
分
の
仕
事
に
や

り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
、

誇
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
生

き
て
い
く
中
で
、
大
切
な
こ
と

を
教
わ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
又
、

お
互
い
の
仕
事
の
進
行
状
況
を

み
て
、
カ
バ
ー
し
あ
っ
た
り
な

ど
、
助
け
合
い
を
し
て
い
た
。

効
率
よ
く
進
め
る
為
に
は
、
誰

か
１
人
で
も
違
う
こ
と
を
し
て

い
た
ら
上
手
く
い
か
な
い
。
皆

が
一
体
化
と
な
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
大

切
だ
と
学
ん
だ
。

　

今
回
の
よ
う
に
長
期
間
の
実

習
は
、
私
に
と
っ
て
初
め
て

だ
っ
た
。
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
植
田
さ
ん
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
た
10
日

間
に
な
っ
た
と
思
う
。
朝
の
作

業
が
終
わ
っ
て
温
か
い
朝
ご
飯

が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
昼
、

夜
ご
飯
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ

ら
れ
る
こ
と
、
初
心
者
の
私
に

分
か
る
ま
で
丁
寧
に
説
明
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
、
す
べ
て
が
当

た
り
前
の
こ
と
で
は
な
い
。
逆

に
、
当
た
り
前
と
思
っ
た
ら
、

バ
チ
が
当
た
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
⋮
。
そ
れ
く
ら
い
、
本

当
に
よ
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

も
し
、
こ
の
実
習
に
行
っ
て
い

な
か
っ
た
ら
、
こ
の
幸
せ
を
味

わ
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
人
と

の
出
会
い
は
＂
一
期
一
会
＂
と

い
う
が
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
だ

と
感
じ
た
。

　

私
は
、
釧
路
実
習
に
参
加
し

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
。

普
段
何
気
な
く
飲
ん
で
い
る
１

杯
の
牛
乳
、
１
本
の
牛
乳
は
、

牧
場
で
働
く
人
の
、
血
と
汗
の

結
晶
で
あ
る
。
た
だ
搾
る
だ
け

で
終
わ
り
で
は
な
い
。
搾
る
ま

で
の
過
程
に
試
行
錯
誤
が
あ
り
、

日
々
の
徹
底
し
た
管
理
な
ど
が

存
在
す
る
。
生
き
物
相
手
の
仕

事
は
、
決
し
て
楽
な
も
の
で
は

な
い
と
実
感
し
た
。
し
か
し
、

大
変
だ
か
ら
こ
そ
、
達
成
感
は

大
き
い
と
思
う
。
こ
の
仕
事
に

就
い
て
良
か
っ
た
と
自
分
を
誇

れ
る
よ
う
に
私
の
将
来
も
な
れ

ば
い
い
な
と
思
う
。
牧
場
で
働

く
人
は
カ
ッ
コ
イ
イ
。
今
回
実

習
を
し
て
、
素
直
に
そ
う
思
っ

た
し
、
惚
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

他
で
は
体
験
で
き
な
い
体
験

が
出
来
て
、
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
10
日
間
と
い
う
短
い

間
で
し
た
が
、
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
は
感
謝
し
て
も

し
き
れ
な
い
で
す
。
貴
重
な
時

間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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受
入
先
・
㈲
鈴
木
農
場

　

私
は
、
３
月
18
日
か
ら
27
日

ま
で
北
海
道
鶴
居
村
の
鈴
木
農

場
で
10
日
間
の
牧
場
実
習
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
５
日
間
ず

つ
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ
朝
夕
に
搾

乳
・
哺
乳
、
昼
に
牛
舎
の
掃
除

を
行
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
農
場
で
は
子
牛
に
与
え

る
ミ
ル
ク
を
発
酵
乳
１
／
４
、

粉
ミ
ル
ク
１
／
４
、
お
湯
１
／

２
の
分
量
で
作
っ
て
い
ま
し
た
。

分
量
を
量
り
入
れ
る
こ
と
は
、

回
数
を
重
ね
る
毎
に
慣
れ
て
き

ま
し
た
が
、
お
湯
の
温
度
を
調

整
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
で
す
。

ミ
ル
ク
が
ぬ
る
い
と
子
牛
が
お

腹
を
下
し
て
し
ま
う
た
め
、
発

酵
乳
と
粉
ミ
ル
ク
を
入
れ
た
時

点
の
温
度
か
ら
最
後
に
入
れ
る

お
湯
を
見
極
め
ら
れ
ず
何
度
も

温
め
直
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

実
習
中
２
度
の
分
娩
が
あ
り

ま
し
た
が
ど
ち
ら
も
立
ち
会
う

こ
と
が
で
き
ず
、
人
の
補
助
も

な
く
母
体
共
々
無
事
に
出
産
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
半
５
日
間
は
搾
乳
を
中
心

に
行
い
ま
し
た
。

　

私
の
今
ま
で
の
実
習
先
は
す

べ
て
つ
な
ぎ
牛
舎
で
あ
っ
た
の

で
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
の
搾
乳

作
業
は
初
め
て
で
し
た
。
牛
が

自
ら
入
っ
て
き
て
搾
乳
後
の
牛

舎
へ
戻
っ
て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
も
驚
き
ま
し
た
。
牛
か
ら
一

段
下
が
っ
た
位
置
で
後
ろ
か
ら

作
業
を
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
私

に
と
っ
て
位
置
が
高
く
、
背
の

高
い
牛
や
乳
房
の
大
き
い
牛
な

ど
に
は
な
か
な
か
奥
ま
で
手
が

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
３
人
の

従
業
員
の
方
に
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
搾
乳
を
進
め
て
い
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
牛
の
後
ろ
姿

を
見
た
だ
け
で
個
体
識
別
が
出

来
て
お
り
、と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
い

う
形
で
鈴
木
重
行
社
長
の
ご
自

宅
に
お
世
話
に
な
り
、
１
人
で

初
め
て
実
習
を
行
う
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
10
日
間
が
と
て
も

長
く
感
じ
て
う
ま
く
生
活
し
て

い
け
る
の
か
と
て
も
不
安
で
し

た
。
し
か
し
社
長
ご
夫
婦
と
の

時
間
も
心
地
よ
く
、
た
く
さ
ん

の
場
所
へ
連
れ
て
い
っ
て
い
た

だ
き
、
緊
張
も
解
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
牧
場
従
業
員
の

皆
様
に
も
と
て
も
暖
か
く
迎
え

て
く
だ
さ
り
、
作
業
の
み
な
ら

ず
社
会
に
出
る
た
め
の
心
算
等

も
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

自
分
に
と
っ
て
今
回
の
鈴
木

牧
場
で
の
10
日
間
の
実
習
は
と

て
も
貴
重
で
濃
い
期
間
に
な
り

ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
鈴
木
社
長
ご
夫
婦
、
鈴
木

牧
場
の
皆
様
、
農
協
の
皆
様
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
入
先
・
林　

稔
幸 

農
場

　

私
は
、
林
牧
場
さ
ん
で
１
週

間
実
習
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
夏
に
も
実
習
で
10
日

間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
実
習
は
搾
乳
作
業
を
覚

え
る
と
い
う
よ
り
、
今
年
は
就

職
活
動
も
控
え
て
い
る
た
め
、

自
分
の
進
路
を
決
め
る
上
で
１

番
不
安
で
あ
っ
た
寒
さ
に
耐
え

ら
れ
る
か
ど
う
か
、
自
分
の
意

志
確
認
の
た
め
の
実
習
で
し
た
。

　

寒
さ
の
厳
し
い
除
角
の
時
期

を
過
ぎ
て
か
ら
北
海
道
に
来
て

し
ま
っ
た
の
で
、
東
京
に
比
べ

て
寒
か
っ
た
も
の
の
、
運
が
良

い
こ
と
に
天
気
も
良
く
、
過
ご

し
や
す
く
て
驚
き
ま
し
た
。

　

作
業
手
順
を
思
い
出
す
の
に

時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
昨 髙橋　 萌 さん

齊藤 靜乃 さん
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年
よ
り
も
任
せ
て
も
ら
え
る
仕

事
が
増
え
、
人
工
授
精
師
さ
ん

の
お
話
も
伺
う
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
家
族
の
方
に

は
大
変
良
く
し
て
頂
き
、
充
実

し
た
実
習
に
な
り
ま
し
た
。

受
入
先
・
㈱
佐
藤
牧
場

　

私
は
、
牛
や
酪
農
に
全
く
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
興
味
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
興
味
を
持
と

う
と
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
い

う
の
が
正
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
実
習

す
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
る
か

ら
と
希
望
し
た
の
が
今
回
の
酪

農
実
習
で
し
た
。
実
際
に
北
海

道
に
来
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
で
す
が
、
実
習
を
し

に
行
く
と
な
る
と
一
気
に
緊
張

す
る
も
の
で
す
。
そ
ん
な
私
を

あ
た
た
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
の
は
佐
藤
牧
場
の
佐
藤

さ
ん
ご
家
族
で
し
た
。
美
味
し

い
ご
飯
に
牛
乳
に
面
白
い
お
話

と
退
屈
し
な
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
牧
場
で
は
搾
乳
ロ
ボ
ッ

ト
、
エ
サ
寄
せ
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

し
て
お
り
、
手
間
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
近
隣
の
７
つ
の
牧
場
で
合

同
の
飼
料
を
使
っ
て
い
て
、
エ
サ

の
も
と
と
な
る
牧
草
を
育
て
、

収
穫
し
、
エ
サ
を
つ
く
り
、
配
合
、

配
給
す
る
流
れ
を
自
分
た
ち
で

行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
し
た
。
使
用
す
る
機
械
も

人
も
ま
と
め
て
使
用
、
雇
う
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
従
来
よ
り

も
時
間
と
手
間
は
か
か
ら
な
く

な
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
フ
ィ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で

１
台
の
車
を
買
っ
た
り
、
運
営

費
と
し
て
飼
料
１
㎏
あ
た
り
の

値
段
が
上
が
っ
た
り
す
る
の
で

そ
の
ぶ
ん
た
く
さ
ん
搾
乳
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と

同
時
に
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
に
切
り

替
え
た
た
め
、
さ
ら
に
必
要
と

な
り
牛
を
増
や
し
た
そ
う
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
１
つ
で
牛
の
情
報
を
管

理
し
て
い
る
た
め
、
動
く
手
間

は
省
か
れ
ま
し
た
が
、
１
人
の

拘
束
時
間
は
さ
ら
に
増
え
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
に
比
べ
て
お
邪
魔
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
搾
乳
で
な
い
７
つ
の
牧
場
の

う
ち
の
あ
る
２
つ
の
牧
場
で
は
、

搾
乳
時
に
と
て
も
忙
し
そ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ロ

ボ
ッ
ト
搾
乳
と
手
作
業
、
ど
ち

ら
の
搾
乳
方
法
が
最
も
優
れ
て

い
る
の
か
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
で

す
。
ど
の
方
法
も
手
間
や
苦
労
、

時
間
が
全
く
か
か
ら
な
い
方
法

は
ま
だ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
な
の
で
１
日

に
行
う
作
業
は
、
古
い
エ
サ
の

処
理
、
糞
か
き
、
糞
よ
せ
、
ベ
ッ

ド
作
り
、
哺
乳
、
添
加
剤
（
塩
、

重
曹
、
飼
料
）
撒
き
、
は
き
掃

除
な
ど
で
し
た
。子
牛
が
多
か
っ

た
の
で
哺
乳
に
は
苦
労
し
ま
し

た
が
、
そ
の
分
多
く
の
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。
体
調
が
優
れ

な
い
牛
の
治
療
な
ど
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
頂
い
た
り
、
た
く
さ
ん

の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
自
分
が
哺
乳
し
て
い
た

牛
が
亡
く
な
っ
た
り
、
オ
ス
だ
っ

た
た
め
市
場
に
連
れ
て
い
か
れ

た
り
と
複
雑
な
気
持
ち
に
な
る

こ
と
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
あ
り
ま

し
た
が
、
心
に
刻
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
乳
牛
市
場
や
他

の
牧
場
に
連
れ
て
い
っ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
、
獣
医
や
人
工
授
精

師
の
仕
事
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
を
ぶ
つ
け
る
と
倍
に
な
っ
て

返
し
て
下
さ
る
の
で
10
日
間
で

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
長
い
よ
う
で

短
か
っ
た
10
日
間
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

奥村 美紗 さん
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搾
乳
牛
は
25
℃
を
超
え
る
と
暑
さ

を
感
じ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
特
に
産

乳
量
が
高
い
乳
牛
は
、
た
く
さ
ん
食

べ
ま
す
か
ら
、
ル
ー
メ
ン
内
で
エ
サ

が
発
酵
す
る
際
に
大
量
の
熱
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
あ
た
か
も
体
内
に

ヒ
ー
タ
ー
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
、
外
気
温
が

上
昇
し
て
く
る
と
自
分
の
体
熱
を
発

散
し
づ
ら
く
な
り
、
暑
さ
（
ヒ
ー
ト

ス
ト
レ
ス
）
を
感
じ
ま
す
。

　

人
間
や
馬
な
ど
の
場
合
は
、
汗
を

か
く
こ
と
で
熱
を
蒸
散
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
ら
、
割
と
効
率
的
に

体
温
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
利
か
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
牛
や
犬
・

猫
な
ど
は
大
量
の
発
汗
が
で
き
ま
せ

ん
か
ら
、
暑
さ
が
割
と
苦
手
な
動
物

と
な
り
ま
す
。

代
替
と
し
て
、

口
を
開
け
て

唾
液
を
汗
の

代
わ
り
に
蒸

散
さ
せ
て
、

少
し
で
も
体

温
上
昇
を
避

け
よ
う
と
努

力
し
ま
す
。

ま
た
体
を
舐

め
る
こ
と
も

グ
ル
ー
ミ
ン

グ
効
果
の
他
に
多
少
な
り
と
も
発
熱

作
用
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
大
量

の
唾
液
の
分
泌
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
を
支
え
る
に
は
普
段
以
上

の
ガ
ブ
ガ
ブ
と
飲
め
る
美
味
し
い
水

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

体
熱
を
う
ま
く
放
熱
で
き
な
い
と
、

体
温
が
上
昇
し
て
き
ま
す
。
人
も
そ

う
で
す
が
恒
温
動
物
が
体
熱
を
わ
ず

か
１
～
２
℃
上
昇
、
あ
る
い
は
下
降

す
る
こ
と
は
大
変
に
危
険
で
す
。
体

の
深
部
に
あ
る
子
宮
な
ど
も
顕
著
に

温
度
が
上
が
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
受

胎
率
は
必
然
的
に
低
下
し
て
き
ま
す
。

そ
し
て
免
疫
力
も
低
下
し
て
く
る
こ

と
か
ら
、
様
々
な
疾
病
発
症
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。
環
境
性
乳
房
炎
は

そ
の
代
表
で
す
。
そ
の
一
方
で
原
因

菌
に
と
っ
て
は
環
境
温
度
が
高
ま
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
爆
発
的
に
増
殖

し
や
す
い
好
ま
し
い
（
人
や
牛
に

と
っ
て
は
好
ま
し
く
な
い
）
環
境
と

な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
人
が
暑
さ
を
感
じ
る
も
っ

と
以
前
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る

牛
に
と
っ
て
の
暑
熱
期
は
、
普
段
の

管
理
を
強
化
し
な
い
と
乳
房
炎
の
感

染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
菌
の
増
殖
を
抑
え
る
た
め
に
牛

床
管
理
の
レ
ベ
ル
を
一
段
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
、
汚
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
な

る
べ
く
乾
い
た
状
態
を
作
っ
て
や
る

こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。
そ
の
一

方
、
乳
牛
の
体
温
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
や
す
い
環
境
を
提
供
し
て
や
る
こ

と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
換
気
扇
で
牛

体
に
風
を
当
て
て
や
る
。
あ
る
い
は

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
の
飼
槽
に
ソ
ー

カ
ー
で
首
付
近
を
肌
ま
で
濡
ら
し
て

や
る
な
ど
と
い
っ
た
諸
対
策
で
す
。

特
に
分
娩
前
後
の
数
日
間
は
場
内
の

出
来
る
限
り
の
暑
熱
緩
和
策
を
と
っ

て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

　

北
海
道
、
釧
路
は
涼
し
い
。
そ
れ

も
内
地
ほ
ど
長
く
は
な
い
…
。
確
か

に
全
国
の
気
温
を
単
純
に
比
較
す
れ

ば
そ
の
と
お
り
で
す
が
、
乳
牛
は
一

日
や
数
日
間
の
気
温
差
に
も
敏
感
な

動
物
で
す
。
大
き
な
気
温
の
ギ
ャ
ッ

プ
に
は
苦
し
み
や
す
く
、
さ
ら
に

ヒ
ー
ト
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
余
韻
は
晩

秋
ま
で
引
き
ず
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

鶴
居
は
釧
路
管
内
で
も
結
構
暑
く
な

り
や
す
く
、
過
去
１
年
間
の
乳
質
の

推
移
（
右
図
）
が
そ
れ
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。
中
長
期
の
視
点
で
営
農
継

続
を
考
え
る
上
で
は
、
暑
熱
対
策
は

今
後
よ
り
一
層
強
化
し
て
い
き
た
い

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

※
情
報
提
供
は
釧
路
農
協
連
よ
り

乳質改善ＰＪ情報局
第７号乳質改善プロジェクト

暑
熱
へ
の
準
備
は
い
か
が
で
す
か

体細胞数の推移

200

150
2月 3月 4月

音別 白糠 鶴居 標茶

5月 6月 7月 8月 9月 1月 2月10月 11月 12月
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

近
年
、
釧
路
管
内
の
と
う
も
ろ
こ

し
の
栽
培
面
積
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
栄
養
収
量
は
年
に
よ
り
ば
ら

つ
い
て
お
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
強

風
に
よ
る
倒
伏
、
病
害
発
生
、
天
候

不
良
、
雑
草
の
繁
茂
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
、
今
回
は
雑
草
防

除
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

１�　

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
に
よ
る
除
草
剤

散
布
の
課
題

　

釧
路
管
内

Ｘ
町
は
、
と

う
も
ろ
こ
し

作
付
ほ
場
の

89
％
が
除
草

剤
の
散
布
作

業
を
委
託
し

て
お
り
、
土

壌
処
理
の
み

は
、
約
半
数

（
53
％
）
を

占
め
て
い
ま

す
（
表
１
）。

　

コ
ン
ト
ラ

（
作
業
委
託
）

に
よ
る
除
草

剤
散
布
は
、
受
託
す
る
面
積
が
多
い

た
め
作
業
が
集
中
し
ま
す
。　

　

そ
の
た
め
、

① 

土
壌
、
気
象
条
件
に
合
わ
せ
た
散

布
② 

除
草
剤
の
適
用
時
期
内
で
の
散
布

が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２　

モ
デ
ル
農
場
４
戸
の
実
証
ほ

　

そ
こ
で
昨
年
、
普
及
セ
ン
タ
ー
で

は
４
戸
の
モ
デ
ル
農
場
に
お
い
て
、

除
草
剤
の
散
布
試
験
を
実
施
し
ま
し

た
（
表
２
）。
４
戸
の
う
ち
、
２
戸

は
土
壌
処
理
を
、
２
戸
は
茎
葉
処
理

の
み
を
行
い
、
雑
草
繁
茂
状
況
や
収

量
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

土
壌
処
理
を
行
っ
た
２
戸
の
う
ち
、

Ａ
農
場
で
は
、
雑
草
発
生
が
確
認
さ

れ
た
た
め
、
さ
ら
に
茎
葉
処
理
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
全
戸
で
除
草
効
果
が

確
認
さ
れ
、
そ
の
う
ち
３
戸
は
栄
養

収
量
が
向
上
し
ま
し
た
。
残
り
の
１

戸
も
雑
草
繁
茂
に
よ
る
乾
物
収
量
減

を
解
消
で
き
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
農
場
か
ら
は
「
気
象
条
件

の
厳
し
い
中
、
予
想
以
上
の
収
量
が

穫
れ
、
質
も
良
か
っ
た
。
除
草
剤
に

よ
る
防
除
が
要
因
の
一
つ
だ
と
思

う
。」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

３　

実
証
ほ
の
結
果
よ
り

　

実
証
ほ
の
結
果
か
ら
、
茎
葉
処
理

の
有
効
性
が
確
認
で
き
ま
し
た
（
写

真
１
、
２
）。

　

こ
れ
に
よ
り
状
況
に
応
じ
、
作
業

が
集
中
す
る
土
壌
処
理
か
ら
一
部
を

茎
葉
処
理
に
散
布
方
法
を
転
換
す
る

こ
と
で
、
コ
ン
ト
ラ
の
作
業
分
散
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
茎
葉
処
理
は
、
土
壌
処

理
を
行
っ
た
場
合
で
も
、
雑
草
発
生

状
況
に
よ
り
、
追
加
す
る
こ
と
で
、

確
実
な
雑
草
処
理
が
可
能
で
す
。

４　

ま
と
め

　

除
草
剤
の
散
布
方
法
と
、
そ
の
留

意
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

土
壌
処
理
を
行
う
場
合
は
、
ほ
場

の
砕
土
・
整
地
を
丁
寧
に
行
い
、

適
度
な
土
壌
水
分
が
あ
る
と
き
に

散
布
し
ま
し
ょ
う
。　

② 

土
壌
処
理
後
の
雑
草
発
生
が
多
い

場
合
は
、
適
切
な
薬
剤
を
選
び
、

茎
葉
散
布
の
追
加
を
検
討
し
ま
し

ょ
う
。

③ 

茎
葉
処
理
は
、
雑
草
の
種
類
を
把

握
し
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
適

期
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

作付面積 委託戸数
処理別委託割合

戸数 委託散布 土壌処理 茎葉処理 土壌＋
茎葉処理

55戸 49戸 53％ 27％ 20％

農場 主要雑草 処 理 方 法
（H29→H30）

TDN収量
（kg/10a） 町平均対比

Ｈ イヌホ
オズキ 土壌処理→土壌処理 738 108%

Ａ イヌホ
オズキ

土壌処理
→土壌＋茎葉処理 699 102%

S シバムギ 土壌＋茎葉処理
→茎葉処理 708 103%

Y イヌホ
オズキ 土壌処理→茎葉処理 584 85%

町平均 685 100%

表１　Ｘ町における除草剤散布の委託状況

表２　モデル農場の除草体系と栄養収量

写真１　慣行区
７月27日
Ｙ農場にて写真２　茎葉処理区

12

雑
草
発
生
に
応
じ
た
適
切
な

除
草
剤
処
理
で
、
収
量
向
上

を
ね
ら
い
ま
し
ょ
う
。
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Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
食
や
農
業
の
大
切
さ
を
理
解

し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
を
願
い
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
食
農
教
育
等

を
テ
ー
マ
と
し
た
教
材
本
を
製
作
し
、
Ｊ
Ａ
を

通
じ
て
道
内
の
小
学
校
へ
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
全
道
１
，
０
５
９
校
の
小
学
校
お

よ
び
特
別
支
援
学
校
に
贈
呈
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
会

か
ら
は
、
北
海

道
教
育
委
員
会

へ
教
材
本
の
贈

呈
を
行
い
、
教

材
活
用
へ
の
協

力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン

　

ホ
ク
レ
ン
で
は
北
海
道

内
の
料
理
人
ら
を
主
な
対

象
に
し
た
北
海
道
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ー
ズ
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
札
幌
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
道
内
チ
ー
ズ
工
房
の
生
産

者
に
よ
る
講
演
や
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
特
長

を
生
か
し
た
料
理
の
実
食
、
盛
り
付
け
の
専
門

家
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
紹

介
し
、
道
産
チ
ー
ズ
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
北
海
道
産
チ
ー
ズ
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
や
、
そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
が
解
説
さ
れ
、
試
食
会
で
は
道
内
工
房
の

チ
ー
ズ
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
料
理
レ
シ
ピ
５

品
が
紹
介
さ
れ
、
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
豊

か
な
風
味
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　
Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済
「
学
資
応

援
隊
」
が
マ
マ
リ
口
コ
ミ
大
賞 

２
０
１
９
春 

学
資
保
険
部
門 

第
１
位
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
「
マ
マ
リ
口
コ
ミ
大
賞
」
と
は
、
マ
マ
向
け

ア
プ
リ「
マ
マ
リ
」が
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に〝
本

当
に
買
っ
て
よ
か
っ
た
〟
と
思
う
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
口
コ

ミ
件
数
と
満
足
度
を
基
準
に
支
持
が
多
か
っ
た

上
位
商
品
を
紹
介
す
る
取
組
み
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
ご

満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の

皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、広
報
誌「
す

ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健

康
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
平

成
31
年
４
月
12
日
、
札
幌
駅
・
地

下
歩
行
空
間
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｊ

Ｐ
０
１
ま
つ
り
」
で
食
と
農
・
Ｊ
Ａ
の
魅
力
を

伝
え
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ

Ｐ
（
ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ
ン
プ
）」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
４
０
０

名
を
超
え
る
方
々
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
頂
き
ま
し

た
。

　
「
Ｊ
Ｐ
０
１
ま
つ
り
」
は
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン

「
Ｊ
Ｐ
０
１
」
に
掲
載
さ
れ
た
企
業
・
団
体
が

中
心
と
な
り
出
展
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
道
内
か

ら
４
Ｊ
Ａ
・
１
連
合
会

も
出
展
し
ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
」
配

信
開
始
か
ら
２
年
が
経

ち
ま
し
た
が
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
総
数
は 

２
０
，
１
３
８
（
４/

12

時
点
）
と
な
り
、
２
万

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
突
破

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

北海道教育委員会
教育長（写真右）へ贈呈
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2 4 E F 今回の答えは次月号
に掲載するよっ！！

ナンプレにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～
※問題を解くカギは下に書いてるよ! 気軽にやってみて!!

リフレッシュ
できるかは、
あなた次第!? ★ ナンプレのルール ★

【１】 どのタテ一列にも１～９の数字が１個ずつ入る。
【２】 どのヨコ一列にも１～９の数字が１個ずつ入る。
【３】�区切られた３×３のどのブロックにも１～９の数

字が１個ずつ入る。

ルールを言いかえると
【Ａ】どのタテ一列にも同じ数字は入らない。
【Ｂ】どのヨコ一列にも同じ数字は入らない。
【Ｃ】�区切られた３×３のどのブロックにも同じ数字は

入らない。

7 6 8 4 9 3 1 2 5
2 5 1 6 8 7 9 4 3
4 9 3 5 2 1 7 8 6
8 1 2 7 3 5 4 6 9
5 7 9 2 6 4 8 3 1
3 4 6 9 1 8 5 7 2
9 3 4 1 7 2 6 5 8
1 8 5 3 4 6 2 9 7
6 2 7 8 5 9 3 1 4

4
月
の
答
え

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただきます。
　 《応募方法》左下の部分を本所 企画管理係までFAX

（0154-64-2315）をいただくか、切り取っていただき
各支所の総務係迄お渡しください。

　《締め切り》2019年６月６日まで
　　当選者の発表は６月号にて発表します。
　　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

ナンプレ

キリトリ

A B C D E F

住所

氏名

電話番号

ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

ペンネーム（　　　　　　　　）

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

キ
リ
ト
リ

ナンプレ　５月の答え

16

５ 月 の 問 題



■
編
集
発
行 

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
139—
令
和
元
年
5
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 新元号が「令和」となり、また新たな時代がスタートしました。安倍総理の説明に
もありましたが、万葉集「梅の花」から採用されており、「春の訪れを告げ、見事に
咲き誇る梅の花のように一人ひとりが明日への希望とともに、それぞれの花を大き
く咲かせることができる、そうした日本でありたい」との願いが込められております。
日本の四季折々の文化と自然を次の世代に引き継ぐという思いも込められており、
新しい時代を気持ちも新たに歩んでいきたいものです。

■平成31年度 　生乳生産実績（４月）
月計乳量（kg） ４月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくし ろ 丹 頂 8,392,530.3 98.7 8,392,530.3 98.7
鶴 居 地 区 3,165,746.6 101.2 3,165,746.6 101.2
幌 呂 地 区 2,218,263.2 101.4 2,218,263.2 101.4
白 糠 地 区 1,664,174.3 97.5 1,664,174.3 97.5
音 別 地 区 1,344,346.2 90.7 1,344,346.2 90.7

管 内 計 43,186,645.0 98.1 43,186,645.0 98.1
（前年度管内計） 44,020,921.6 44,020,921.6

理　事　会　報　告
4月臨時理事会　平成31年4月17日（水）

報告事項　�
１． ㈱ジェイエーコムズにかかる監事監査

報告について

付議事項　�
議案第１号　 全中監査（ＪＡ全国監査機構

監査）の結果について
議案第２号　 平成３０年度（決算）にかかる

監事監査の結果について

議案第３号　 平成３０年度（第１３年度）貸借
対照表、損益計算書および注
記表並びに全国監査機構の監
査および監事の監査報告の承
認について

議案第４号　 平成３０年度（第１３年度）事業
報告、剰余金処分案の承認に
ついて

議案第５号　 第１３回通常総会の招集および
提出議案の一部変更について

4月定例理事会　平成31年4月24日（水）

報告事項　�
１． 専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．３月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５． 子会社の決算状況および監事の監査報

告について

付議事項　�
議案第１号　融資の承認について
議案第２号　不良債権の処理方針について
議案第３号　 子会社の平成３１年度事業計画

の策定について

議案第４号　固定資産の取得について
議案第５号　諸規程の一部変更について
議案第６号　 平成３０年度畜産・酪農収益力

強化整備等特別対策事業の承
認について

その他協議事項　�
１． 「令和２年度（2０2０年度）酪農畜産政策・

価格対策並びに酪肉近計画見直し」に
係るＪＡ意見集約について

２．当面の業務日程について

購買部からのお知らせ

６月から、Ａコープつるい店、おんべつ店は、日曜日が休業日に変更となります。
ただし、祝日は営業致します。


